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特  集 
6
月
は

『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、「
前
兆
現
象
」
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
前
兆
現
象
に

気
付
い
た
と
き
に
は
、
役
場
や
ま
わ
り
の
人
に
連
絡
し
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
は
予
測
の
難
し
い
災
害
で
す
が
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な

３
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

土
砂
災
害
の
特
徴
と

前
兆
現
象

特
徴

　

急
な
斜
面
が
雨
水
の
浸
透
や
地
震
な

ど
に
よ
っ
て
緩
み
、
突
然
崩
れ
落
ち
る

現
象
で
す
。
突
発
的
に
起
こ
り
、
崩
れ

落
ち
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
た
め
、
人
家

の
近
く
で
起
き
る
と
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

死
者
の
割
合
も
多
く
な
り
ま
す
。

①
住
ん
で
い
る
場
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か

　

確
認
す
る
。

　

越
前
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tow
n.echizen.fukui.jp/w

ebw
orks/

w
eb/index.jsp

）に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
や
避
難
所

を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
、
平
時
は
防
災
意

識
の
啓
発
に
、
災
害
時
は
避
難
な
ど
に
役
立
て

る
た
め
の
も
の
で
す
。

②
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
雨
量
の
情
報
に
注
意

　

す
る
。

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
時
に
は
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発

表
さ
れ
ま
す
。
雨
が
降
り
出
し
た
ら
、
雨
雲
の

動
き
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
福
井
県
砂
防
防
災
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
福

井
県 

河
川
・
砂
防
総
合
情
報
（http://am

e.
pref.fukui.jp/

）
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
気
象

情
報
は
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
。

　

が
け
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
大
雨
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
に
は
、
早
め
に
近
く
の
避
難
所
な
ど
の

安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
豪
雨
な
ど
で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困

難
な
時
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
二
階
以
上

に
避
難
し
た
り
、
さ
ら
に
困
難
な
際
は
、
家
の

二
階
な
ど
少
し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま

し
ょ
う
。

　自然災害に対しては日頃からの備えがとても重要です。いざという時のために自宅周辺の危険箇
所や避難施設の位置を確認し、家族で避難時の行動や連絡先を話し合っておくなど、日頃からの備
えをしておきましょう。

イラスト資料提供：NPO法人土砂災害防止広報センター

特
徴

　

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
、
山
や
谷
（
渓
流
）

の
土
砂
が
一
気
に
下
流
へ
流

れ
下
る
現
象
で
す
。
時
速
40

〜
50
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
家

や
道
路
な
ど
を
破
壊
し
ま
す
。

主
な
前
兆
現
象

主
な
前
兆
現
象

が
け
崩
れ台

風
や
大
雨
に

備
え
て

土
石
流

豪
雨
に
な
る

前
に

・がけから急に
水が湧き出る

・山鳴りがする

・がけから小石が
　パラパラ落ちてくる

・川の水が濁り、
水と一緒に倒れた
木が流れてくる

・がけの上の木が揺れ
たり、傾いたりする
・地鳴りがする

特
徴

　

ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
雨
水
な
ど

が
地
面
に
し
み
込
み
、
そ
の
影
響

で
広
い
範
囲
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き

出
す
現
象
で
す
。

主
な
前
兆
現
象

地
す
べ
り

雨
が

降
り
始
め
た
ら

・地面にひび割れ
や段差ができる

・がけや斜面から
水が噴き出る

・池の水や井戸水
が濁る

・雨が降り続いて
いるのに川の水
が減る

・山全体がうなったよう
な音がしたり、地震の
ように震えたり、異常
なにおいがする

1

2

3

June is "Sedim
ent D

isaster Prevention M
onth"

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
雨
の
多
い
季
節
に
な

り
ま
す
。

　

が
け
崩
れ
・
地
す
べ
り
・
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災

害
は
、
雨
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
災
害
に
備
え

て
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。



　

夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
越
前
夏
ま
つ
り
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
越
前
夏
ま
つ
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売

し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
人
は
、
次
の
販
売
店
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

　

ふ
く
や
呉
服
店
（
城
ヶ
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
３
７‒

０
１
３
７

　

福
岡
呉
服
店
（
厨
）　

☎
３
７‒

１
０
１
７

販
売
価
格　

１
，５
０
０
円
／
着
（
税
込
）

色　

①
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
文
字
：
ア
イ
ボ
リ
ー
）

　
　

②
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
文
字
：
カ
ー
キ
）

　
　

③
ブ
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
字
：
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）

　

10
月
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
住
民
票
の
住
所

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
を
送
り
ま
す
。

　

通
知
を
確
実
に
送
る
た
め
、
現
住
所
と
、
住

民
票
の
住
所
が
異
な
る
人
は
、
住
民
票
の
異
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請
に
よ
り
、

平
成
28
年
1
月
か
ら
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
個
人
番

号
の
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
）
は
、
複
数
の
機
関
に
存

在
す
る
個
人
の
情
報
を
同
一
人
の
情
報
で
あ

る
と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行
う
た
め
の
基
盤

で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
５　

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

サ
イ
ズ

　

１
０
０
・
１
１
０
・
１
２
０
・

　

１
３
０
・
１
４
０
・
１
５
０

　

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
・
３
Ｌ
・
４
Ｌ

申
込
締
切　

7
月
10
日
㈮

問
合
せ
先　

越
前
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

７
７
１
１

明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い

公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
で
す
。

※
法
人
に
は
法
人
番
号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

（表面）

（裏面）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　

越
前
町
社
会
教
育
委
員
は
、
学
校
教
育
関
係

者
や
社
会
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
地
域
に
お
い
て
社
会
教
育
に
優
れ
た
知

見
を
も
つ
人
に
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
・
要

望
を
教
育
委
員
会
に
助
言
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

議　
　

長　

澤　
　

善
英
（
小　

樟
）

副
議
長　

原　
　

榮
子
（
樫　

津
）

委　
　

員　

時
田　

静
香
（
西
田
中
）

　
　
　
　
　

松
村　
　

充
（
青　

野
）

　
　
　
　
　

前
田　

留
里
（
上
糸
生
）

　
「
急
な
仕
事
が
入
っ
て
子
ど
も
の
面
倒
が
見

れ
な
い
」、「
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
て
育
児
が

で
き
な
い
」
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
保
護
者
の
仕
事
の
都
合
、
疾
病
、
冠

婚
葬
祭
、
学
校
な
ど
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
な

ど
一
時
的
に
育
児
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
と

き
に
支
援
を
行
う
「
す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
町
内
に
住
む
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
す
る
人

※
た
だ
し
、
小
学
校
3
年
生
以
下
に
つ
い
て

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
開
所
し
て
い

な
い
時
間
に
限
り
利
用
が
可
能
。

利
用
料

・
1
時
間
当
た
り
３
５
０
円（
制
限
月
70
時
間
）

※
た
だ
し
、
第
3
子
以
降
就
学
前
ま
で
の
児

童
を
持
つ
世
帯
で
あ
れ
ば
、
1
回
の
利
用

に
つ
き
出
生
順
に
関
係
な
く
3
人
目
以

降
の
児
童
分
が
無
料

利
用
方
法

・
利
用
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

・
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
利
用
申
請
書
を
実

施
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
申
込
書
、
利
用
申
請
書
は
、
実
施
機
関

ま
た
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

支
援
の
種
類

・
一
時
保
育
（
利
用
者
宅
、
ま
た
は
施
設
で
の

一
時
保
育
）

・
子
育
て
家
庭
へ
の
生
活
支
援
（
食
事
・
洗
濯

な
ど
の
子
育
て
家
庭
で
の
軽
易
な
日
常
生

活
援
助
）

・
送
迎

　

越
前
町
学
校
関
係
者
評
価
委
員
に
次
の
み
な
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
と
は
…

・
学
校
評
価
の
適
切
な
実
施
と
学
校
教
育
の
質

の
向
上
や
、
学
校
、
家
庭
・
地
域
の
連
携
協

力
に
よ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
委

員
は
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、
学
識
経
験
者

な
ど
、
学
校
ご
と
に
４
〜
５
人
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎
３
４‒

８
７
１
６

小　

学　

校

氏　
　
　

名

朝
日
小
学
校

御　

嶽　

義　

視

髙　

松　

一　

彦

宮　

川　

和　

代

北　

嶌　

昭　

典

田　

中　

幸　

枝

常
磐
小
学
校

爲　

國　

藤　

治

青　

木　

廣　

栄

爲　

國　

孝　

一

荒　

木　

隆　

徳

糸
生
小
学
校

中　

上　

弘　

一

漆　

崎　

  　

順

渡　

辺　

み
き
代

佐
々
木　

政　

幸

宮
崎
小
学
校

石　

川　

い
ず
み

高　

田　

真　

光

武　

藤　

功　

士

鷲　

田　

好　

明

津　

田　

祐　

弘

四
ヶ
浦
小
学
校

三　

木　
　
　

実

皆　

川　

俊　

洋

片　

岡　

洋　

子

濱　

野　

良　

行

出　

店　

さ
つ
き

城
崎
小
学
校

吉　

田　

元　

信

内　

藤　

俊　

穂

盛　

也　

桂　

子

菱　

谷　

一　

博

織
田
小
学
校

川　

上　

絹　

子

来　

馬　

敏　

明

河　

上　

明　

博

小　

辻　

良　

子

加　

藤　
　
　

靖

萩
野
小
学
校

伊　

部　

英　

一

佐
々
木　

勝　

行

菅　

原　

ひ
ろ
み

吉　

川　

博　

行

中　

学　

校

氏　
　
　

名

朝
日
中
学
校

鷲　

田　

み
よ
子

馬　

谷　

友　

江

孝　

久　

治　

宏

時　

田　

和
一
良

佐
々
木　

俊　

夫

宮
崎
中
学
校

木　

村　

申　

吾

山　

本　

朗　

子

増　

田　

順　

一

木　

原　

俊　

一

竹　

内　

忠　

夫

越
前
中
学
校

酒　

井　

智　

之

長　

谷　

裕　

司

濱　

野　

治
代
子

森　

下　

裕　

子

八　

田　
　
　

一

織
田
中
学
校

小　

柳　

義　

夫

堀　
　
　

絹　

子

相　

馬　

節　

子

鳥　

居　

裕　

嗣

尾　

崎　

耕　

一

新
し
い
社
会
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
実
施
中

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

神
内　

八
重
（
江　

波
）

　
　
　
　
　

山
本　

尚
美
（　

厨　

）

　
　
　
　
　

嶋　
　

秀
美
（
梅　

浦
）

　
　
　
　
　

北
野
千
栄
子
（
高　

橋
）

　
　
　
　
　

佐
々
木
勝
行
（
岩　

倉
）

任　
　

期　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　

小
辻　

洋
三
（
四
ヶ
浦
小
）

　
　
　
　
　

松
田　

敬
子
（
糸
生
小
）

任　
　

期　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

実
施
機
関

問
合
せ
先

　

直
接
施
設
に
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
く
か
、
福

祉
課
（
☎
３
４ｰ

８
７
２
５
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

施　　　設　　　名
自宅での利用 施設での利用

送　迎
一時保育 日常生活援助 一時保育

越前町社会福祉協議会
☎34‒2388 ○ ○ 　 　

鯖江地域ファミリーサービスクラブ
☎51‒9036 ○ ○ 　 ○

ハーツきっずさばえ
☎0120‒70‒3415 　 　 ○

ハーツきっずたけふ
☎0120‒54‒3415 　 　 ○

ハーツきっず羽水
☎0120‒82‒3415 　 ○

　

6
月
1
日
、
越
前
町
茂
原
に
、「
移
住
・
二
地

域
居
住
体
験
施
設
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
「
人
口
減
少
」・「
空
き
家
増
加
」

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
越
前
町
も
例
外
で
は

な
く
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

「
空
き
家
住
ま
い
」・「
田
舎
暮
ら

し
」
が
全
国
的
に
空
前
の
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
お
り
、
田
舎
へ
の

移
住
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

越
前
町
で
も
問
題
解
決
の
糸

口
と
し
て
、
越
前
町
へ
の
移
住

な
ど
を
考
え
て
い
る
人
の
た
め

の
体
験
住
宅
を
用
意
し
ま
し

た
。
町
内
の
空
き
家
を
改
修
し

た
も
の
で
、
越
前
町
を
気
軽
に

「
移
住
・
二
地
域
居
住
体
験
施
設
」
が
完
成
し
ま
し
た

体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
、
ま
た
、
空

き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し

て
、
今
後
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
７
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記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た
め
、
次
の
期

間
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
を
行
い
ま
す
。

夏
休
み
の
ス
タ
ー
ト
に
「
書
く
」
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
小
中
学
生
の
み
な
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

7
月
18
日
㈯　

午
前
9
時
〜
10
時

受　
　

付　

午
前
8
時
15
分
か
ら

場　
　

所　

陽
光
館
・
朝
日
体
育
館

　
　
　
　
　
（
席
上
揮
ご
う
）

申
込
方
法

①
小
学
生

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
す
る
。

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

第
10
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
の
お
知
ら
せ

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文

化
歴
史
館
（
☎
３
６‒

２
２
８
８
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

臨
時
休
館　

6
月
29
日
㈪
〜
7
月
3
日
㈮

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

②
中
学
生

　

清
書
し
た
用
紙
に
申
込
用
紙
兼
出
品
票
を
貼

り
付
け
提
出
す
る
。

提
出
先

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

　

宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

提
出
期
限　

7
月
10
日
㈮　

※
課
題
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

通
じ
て
配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

「
い
じ
め
」、「
体
罰
」、「
虐
待
」

　

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
、
疑
問
な
ど

　
　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い

期　
　

間

　

6
月
22
日
㈪
〜
6
月
28
日
㈰

受
付
時
間

・
6
月
22
日
㈪
〜
6
月
26
日
㈮
は

　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

・
6
月
27
日
㈯
〜
6
月
28
日
㈰
は

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０‒

０
０
７‒

１
１
０
（
通
話
無
料
）

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

人権イメージキャラクター

人KENあゆみちゃん人KENまもる君

インターネット人権相談受付窓口
子どもの人権ＳＯＳ-ｅメール

検 索インターネット人権相談 索索

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我
が
国
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺

族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族

に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償
還
額

を
年
5
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
5
年
ご

と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を

受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
．平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

2
．戦
没
者
等
の
子

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
６

月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
出
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
た
め
の
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ　

〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
〜

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

3
．戦
没
者
等
の
⑴
父
母 

⑵
孫 

⑶
祖
父
母

 

⑷
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4
．上
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
1

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　

25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

　

平
成
27
年
6
月
15
日
か
ら

　

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

相
談
・
請
求
窓
口

　

朝
日
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

越
前
町
役
場　

福
祉
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

宮
崎
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
２ｰ

７
７
１
１

　

越
前
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
７ｰ

７
７
１
１

　

織
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
６ｰ

７
７
１
１

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
役
場
か
ら
通
知
が
届

き
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
（
通
知
に
記
載
）

に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
利
用
が
な
い
日
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
無
料
で
貸
し
出
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
も
の

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
利
用

料
金

・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
利
用
に
伴
う
屋
外
広
場

の
利
用
料
金
、
机
・
イ
ス
の
料
金

※
施
設
の
利
用
に
伴
う
電
気
、
水
道
、
空
調
、

備
品
の
使
用
に
は
実
費
料
金
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

対
象
者

・
丹
南
広
域
圏
内
に
所
在
す
る
市
町
・
企
業
・

団
体
・
学
校
・
住
民
グ
ル
ー
プ

※
1　

企
業
・
団
体
・
学
校
と
は
、
丹
南
広
域

圏
内
に
本
社
、
本
店
、
本
校
、
本
部
な

ど
を
置
く
も
の
を
い
う
。

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て

※
2　

住
民
グ
ル
ー
プ
と
は
、
10
人
以
上
で
構

成
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
自
治
会
、
子
供
会
、
婦
人
会
な

ど
を
い
う
。

対
象
日

・
準
備
、
撤
去
を
含
め
火
・
水
・
木
曜
日

　
（
祝
日
で
あ
る
場
合
を
含
む
）

対
象
時
間

・
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

申
込
開
始
時
期

・
自
治
体
・
企
業
・
各
種
団
体
（
組
合
・
学
校
な
ど
）

…
4
か
月
前

・
住
民
グ
ル
ー
プ
（
10
人
以
上
）

　

…
2
か
月
前
か
ら
申
込
可
能

問
合
せ
先

　
一
般
財
団
法
人
福
井
県
産
業
会
館
（
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
）

　

☎
２
１‒

３
１
０
６

　

町
で
は
、
越
前
町
立
朝
日
地
区
統
合
保
育
所

（
仮
称
）
と
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
、
業
務
仕
様
書
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
33
年
3
月
31
日

　
（
5
年
間
）

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
仮
称
）
お
よ
び
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
町
長
の
部
屋
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

申
請
者
の
資
格

　

越
前
町
内
で
認
可
保
育
園
を
運
営
し
て
い
る

社
会
福
祉
法
人

応
募
書
類
の
締
め
切
り

　

6
月
15
日
㈪　

午
後
5
時
15
分

　

福
祉
課
必
着

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　

福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

４
２
１
０

　

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
町
長
の
部
屋
」

で
は
、
４
月
か
ら
町
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
公

務
の
様
子
な
ど
を
写
真
と
町
長
か
ら
の
一
言
を

交
え
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

町
長
公
室　

☎
３
４‒

８
７
２
８

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
々
の
届
出
を

忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

届
出
が
必
要
な
時

持
参
す
る
も
の

届
出
先

20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
。）

・
印
鑑

　
（
本
人
自
著
の
場
合
は
不
要
で
す
）

住
所
地
の
市
町

会
社
を
辞
め
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
）

・
印
鑑

　
（
本
人
自
著
の
場
合
は
不
要
で
す
）

・
年
金
手
帳

住
所
地
の
市
町

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、
配
偶
者

が
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を
辞
め
た
と
き

問
合
せ
先

　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３ｰ

１
１
２
４

　

健
康
保
険
課　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866

7月5日㈰
開 会 式　午前7時30分～
操法開始　午前7時50分～

越前町下河原25‒13‒1
鯖江・丹生消防組合消防署
丹生分署

　今年も越前町内の消防団員が一同に会し、消防操法大会が開催されます。
団員は災害に強い町をめざし、町民のみなさんの生命・財産を守るため日々訓
練に励んでいます。消防団の勇ましく、規律あふれる姿をぜひご覧ください！

昨年の大会の様子

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http//www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団消防操法大会開催

日　時 場　所

　5月16日、越前町生涯学習センターで越前町国際交流協会の総会にあ
わせ、国際交流事業の体験発表会を開催しました。
　発表者は、昨年10月、南オーストラリア州バードウッド高校の訪問
団を受け入れたホストファミリーや、今年3月、派遣事業で同校を訪問
した町内中学生16人です。
　ホストファミリーの山下香留さん（織田）は、「これまであまり国際交
流になじみがなく、仕事の都合をつけたり言葉の壁があったりと大変さ
もあったが、とても有意義で楽しい経験になった。」と留学生のホーム
ステイを受け入れた体験を振り返りました。
　派遣生は一人ひとりが、現地での体験をテーマ別の発表にまとめまし
た。「英語やジェスチャーを使ってのコミュニケーションがうまくいっ
てうれしかった。」 「オーストラリアならではの自然に触れることができ、
自然との共存の大切さを感じた。」 「ホームステイ先で毎日の手料理が美
味しかった。」など、それぞれの体験を現地の写真と一緒に紹介しました。
今後もこの経験を、国際交流や様々な活動に活かしてほしいと思います。

　7月1日から10日までの10日間、越前町の姉妹都市である米国アラバマ州モンテバロ市から、中学生8人と引率
者2人の訪問団が来町します。町内の中学校や施設などを訪問する予定です。見かけたら気軽に声をかけてください。

問合せ先　国際交流室　☎34‒8713

▲中学校での交流など、訪問団の日程もあわ
　せて紹介

▲個人別・グループ別のテーマで、全員が発表
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国際交流室から一言
国際交流体験の発表会を開催しました

アメリカから訪問団が来町します

会場　織田コミュニティセンター　　　　　　対象者　50歳代～70歳代の人（20人程）

日程および内容　※事前に申込みが必要です。 6月19日㈮〆切 　

これから活躍が期待される50歳代～ 70歳代の人を対象に、介護予防サポーター養成講座を行います。
講座を修了すると地域でのサロンや介護予防教室のボランティアで活動することができます。

費用　無料

持ち物および服装　
水分補給のできる飲み物、動きやすい
服装でお越しください。

申込・問合せ先　越前町地域包括支援センター　　　　　　　　☎34‒8729
　　　　　　　  在宅介護支援センターさざんかホール　　　　☎34‒1440
　　　　　　　  海楽園在宅介護支援センター　　　　　　　　☎39‒1461
　　　　　　　  越前町社会福祉協議会在宅介護支援センター　☎36‒0698

介護予防サポーター養成講座　受講者募集　～広げよう！「つるかめ体操」の輪～

回 月　　日 時　　間 内　　　　　容

1 6月26日㈮ 午前10時～ 11時30分 開講式
今、介護予防がなぜ必要なのか

2 7月 3 日㈮ 午前10時～ 11時30分 「越前つるかめ体操」講座

3 7月10日㈮ 午前10時～ 11時30分 レクリェーション初級講座
越前つるかめ体操実践

修了者には、越前つるかめ体操の
テープおよび介護予防サポーター
証を交付します。

平成27年度 工事等発注一覧（250万円以上）  4月1日～5月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度（繰）町道血ヶ平梨子ヶ平線法面補修
その２工事 11,664,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成27年度公共下水道処理施設シーケンサ修繕工事
（織田地区） 11,178,000 円 越前電気㈱ 上下水道課

平成26年度（繰）公共下水道事業気比庄地区マンホールポ
ンプ設置工事（機械設備） 5,238,000 円 ㈱大生 上下水道課

平成26年度（繰）公共下水道事業気比庄地区マンホールポ
ンプ設置工事（電気設備） 5,076,000 円 飛田電気商会 上下水道課

平成27年度農地海岸環境保全事業公衆便所整備工事 11,880,000 円 橋本建設㈱ 農林水産課

平成27年度越前西部広域基幹林道３号線維持管理工事 2,592,000 円 ㈱中西組 農林水産課

平成27年度国民宿舎かれい崎荘解体工事 36,180,000 円 ㈱大生 商工観光課

平成27年度商店街街路灯整備工事（その１） 22,356,000 円 越前電気㈱ 商工観光課

平成27年度商店街街路灯整備工事（その２） 12,657,600 円 ㈲細川電工 商工観光課

平成27年度朝日コミュニティセンター空調室外機
入替工事 7,171,200 円 ㈱丸安建設 企画財政課

広報 えちぜん 8平成27年６月号
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町からのお知らせ



健康な暮らしのために

〜
プ
ロ
の
演
奏
を

　

身
近
に
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

　

ボ
ヤ
ン
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ヴ
ォ
デ
ニ
チ
ャ
ロ
フ
さ
ん
（
ピ
ア

ノ　

ベ
ル
ギ
ー
）、
荒
井
結
子
さ
ん
（
チ
ェ
ロ

　

福
井
市
）、
大
宅
さ
お
り
さ
ん
（
ピ
ア
ノ　

福
井
市
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
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こ
の
機

会
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

7
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日
㈮　

午
後
7
時
〜

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
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５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

　
「
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
今
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も
実
施
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
賞
金
10
万
円
。

　

越
前
町
に
旅
行
し
て
見
つ
け
た
風
景
や
、
越

前
町
に
旅
行
し
た
く
な
る
情
景
を
切
り
取
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
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年
1
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必
着
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テ
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マ　
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越
前
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で
見
つ
け
た
旅
の
1
コ
マ
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撮
影
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成
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年
年
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撮
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れ
た
写
真

応
募
部
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【
越
前
海
岸
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門
】
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越
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た
写
真

　
　
　

※
越
前
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含
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里
山
部
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…
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で
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写
真
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イ
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で
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か
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前
町
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催
！

　

越
前
の
海
を
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る
こ
の
機
会
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う
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０
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ド
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前
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越
前
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壮
大
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せ
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越
前
の
夏
の
夜
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ゆ
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日　

時　

7
月
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日
㈯

　
　
　
　

午
後
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時
〜
午
後
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時
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（
税
込
）

　
　
　
　
（
竿
・
仕
掛
け
込
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集
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・
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１
５
０
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（
小
学
生
以
上　

定
員
に
達
し
次
第
締
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切
り
）

実
施
主
体　

越
前
町
遊
漁
船
業
組
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予
約
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
観
光
連
盟　

☎
３
７‒

１
２
３
４

集団検診のみ無料 集団検診、個別検診いずれも無料

肺がん 胃がん 肝炎 大腸がん 乳がん 子宮頸がん 特定健診
越前町国保加入者

65歳 昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日 ● ●
60歳 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日 ● ● ● ● ●
55歳 昭和 34 年 4 月 2 日～昭和 35 年 4 月 1 日 ● ● ● ● ●
50歳 昭和 39 年 4 月 2 日～昭和 40 年 4 月 1 日 ● ● ●
45歳 昭和 44 年 4 月 2 日～昭和 45 年 4 月 1 日 ● ● ●
40歳 昭和 49 年 4 月 2 日～昭和 50 年 4 月 1 日 ● ● ● ● ●
35歳 昭和 54 年 4 月 2 日～昭和 55 年 4 月 1 日 ●
30歳 昭和 59 年 4 月 2 日～昭和 60 年 4 月 1 日 ●
25歳 平成 元 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月 1 日 ●
20歳 平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日 ●

自分のために、家族のために特定健診・がん健診をうけましょう
　町では、下記の年齢の人を対象に、特定健診およびがん検診の無料受診券（クーポン券）をお送りしました。
　特に、｢子宮頸がん｣「乳がん」｢大腸がん｣ は、早期発見・早期治療で治る確率の高いがんです。
　早期に発見するためには、がん検診を受けることが有効です。
　あなたの健康のため、家族のために特定健診やがん検診・肝炎ウイルス検査を受けましょう。

【集団検診を受ける場合】
1. 健康保険課（電話34-8710）まで予約をしてください。
（すでに申込みされている人、肝炎検診のみを希望の
人は申込みは必要ありません。）

2. 検診当日にクーポン券をご持参ください。

【個別検診を受ける場合】
1. 医療機関に直接電話して予約してください。
2. 検診当日にクーポン券をご持参ください。

無料検診（健診）のお知らせ

問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710
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昔妻素直に聞いて後につく 笠嶋ナツヱ
赤ちゃんの素直な瞳汚すまい 竹内　涼子川 柳 八十路坂素直に日々を感謝する 冨田コズヱ

素直にハイ　笑顔の妻で居たいのに 渡辺　照子川 柳

健診日（曜日） 会　　　場　　　名 受付時間 健康診査 肺がん・結核
検診 胃がん検診 乳がん検診 子宮頸がん

検診

6 月19日㈮ 樫津集落センター「隣保館」 　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

岩開集落生活改善センター 13：30～ 14：00 ● ●

6 月21日㈰ 越前コミュニティセンター
（道口）

　8：00～　9：00 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
　9：30～ 10：15 ● ●

6 月23日㈫ 朝日保健センター（朝寿殿）
　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：30 ● ●
13：00～ 14：00 ● ●

6 月26日㈮ すいせん研修館 　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

6 月30日㈫ 宮崎農村環境改善
サブセンター（陶の谷）

　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

7 月 3 日㈮ 萩野生活改善センター 　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

佐々生集落生活改善センター 13：30～ 14：00 ● ●

7 月 5 日㈰ 越前町役場
　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
　9：30～ 10：15 ● ●

7 月 8 日㈬ 小樟地区集会施設 　8：00～ 9：00 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

気比庄集落公民館 13：30～ 14：00 ● ●

7 月10日㈮ 越前陶芸村文化交流会館
「セラミックホール」

　8：30～ 9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

7 月15日㈬ 越前サブコミュニティ
センター（梅浦）

　8：00～ 9：00 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
13：00～ 14：00 ● ●

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。
健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。

　①越前町国民健康保険に加入している40歳～ 74歳までの人
　②職場などで健診を受診する機会のない20歳～ 39歳までの人
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人
　上記以外の人は医療保険に加入している医療保険によって異なりま
すので、各保険者または職場へお問合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受
診する機会のない人を対象に行っています。

　各健診日の3日前までに電話でお申し込みください。
※健康診査の時間帯に肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診を行いま
す。（採血をします）
※大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回
収しています。

問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

成　人　の　健　康　診　査
　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　

時　

6
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　今回は町の健診結果についてお知らせします。
　平成26年度の越前町国民健康保険の特定健診結
果を抜粋しました（図1、2、3…国保データベース
システムより）。
　越前町は男女ともに肥満者が多く、血糖値が高い
人も多いです。これらは、血管を傷つけ、血流を悪
くする原因になります。血圧は、男性は国の平均と
ほとんど変わりないようですが、血圧を高いまま放

置しておくと、血管を傷つけ脳卒中や心筋梗塞と
いった命にかかわる重い病気を引き起こします。血
管の傷みを防ぐには、肥満や糖尿病の予防と併せて
高血圧を予防する必要があります。
　特定健診や職場の健診などで自分の体の状況を
知り、病気を未然に防ぐことが大切です。5月下旬
から特定健診を実施しています。まずは受診して、
自分の体の状態を確認してみませんか。
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問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

こちら健康増進係 健診結果について第2回

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
も
な
く
夏
の
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
は
湿
度
も
高
く
な
り
、
食
中
毒
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
飲
食
店
だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
の
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

①
食
中
毒
菌
を
付
け
な
い

手
洗
い
を
励
行
し
、
清
潔
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
汁
も
れ
な
ど
二
次
汚
染
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

②
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

調
理
後
は
速
や
か
に
喫
食
し
ま
し
ょ
う
。

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
乙
坂
区
の
小
川
絹
代
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、
小
川
さ
ん
は
福
井
商
業
高
校
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」

に
所
属
し
、
先
日
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
大
会
「
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
全
米
チ
ア

ダ
ン
ス
選
手
権
）」
で
は
、
3
連
覇
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
、先
輩
の
踊
る
姿
に
惹
か
れ
、高
校
入
学
後
に
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
１
年
生
の
と
き
に
町
内
で
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

姿
を
披
露
し
た
際
、
地
元
の
人
か
ら
暖
か
い
応
援
を
受
け
た
こ
と
が
支

え
に
な
り
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
今
ま
で
が
ん
ば
っ
て
こ
れ
た
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
自
身
が
楽
し
み
、
ま
わ
り
に
元
気
や
感
動

を
与
え
る
も
の
な
の
で
、
お
母
さ
ん
は
「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
続
け
る
こ

と
で
積
極
性
も
生
ま
れ
、
ま
わ
り
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
娘
の
成
長
を
喜
び
、「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
今
後
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
大
会
で
4
連
覇
」
と
力
強
く
宣
言
し

て
く
れ
た
小
川
さ
ん
。
家
族
、
地
元
の
応
援
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
も
華

麗
な
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

福井商業高等学校 チアリーダー部 3年

小 川  絹 代さん
（乙　坂）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ

日　
　

時　

6
月
16
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

熱
い
も
の
は
熱
い
ま
ま
、
冷
た
い
も
の

は
冷
た
い
ま
ま
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
食
中
毒
菌
を
や
っ
つ
け
る

お
肉
を
生
で
食
べ
た
り
、
食
べ
さ
せ
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
心
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

（
85
℃
で
1
分
間
以
上
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
予
防
の
た

め
に
も
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
習
慣
付
け
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

生
活
衛
生
課　
☎
５
１‒

０
０
３
４
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えちぜん健康な暮らしのために I n f o r m a t i o n



素直さの子にある親の丸写し 武藤　久子
器量より素直がいいと嫁もらう 山内　千代川 柳 ぴったりの指紋教えてくれた罪 山田千栄子

ナビの声素直に聞いて迷う道 松村　典子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド 子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

図　書　館　だ　よ　り

　6月と言えば、雨。昔は、今のように娯楽が少なく、
雨が降っても、どこかに出かけたり、何か作業ができ
たりするわけではなく、と言うことで言われた言葉だ
と思っていました。そのとおり意味は「晴れた日には
田畑を耕し、雨の日には家で読書すること。」です。
ただし、そのさらに詳細の意味は、「世間の煩わしさを
離れて自由気ままに生活することで、悠々自適として
自然のままに生きる様をいう。」のだそうです。実は、
なかなか贅沢な生活を言い表していたのですね。はじ
めの意味で終わってしまっていたために、農民の質素
な生活を想像して今に至っていました。
　また、四字熟語なので、それなりの歴史を持ってい
るのだと思っていたら、まあ、なかなかお若いようで、
そして、和製だそうです。はっきりとした出典はこれ
と言って無いらしく、よく引用されているのは、塩

しお

谷
のや

温
おん

と言う学者の「晴耕雨読、優
ゆう

游
ゆう

するに足る」です。
　しかし、意味を知ってみると、なかなか魅力的な言
葉です。このような生活ができたらなぁ、とあこがれ
ないはずがありません。
　そんな気分になりたいときの1冊にいかがかと、平
成26年度に町立図書館全館でよく読まれた本を紹介
します。

『　晴　耕　雨　読　』

◎村上海賊の娘（上・下巻）／和田　竜／新潮社
 2014年本屋大賞・第35回 (2013) 吉川英治文学新人賞受賞

◎豆の上で眠る／湊　かなえ／新潮社
 ほかに「白ゆき姫殺人事件」（映画化）もよく読まれました。

◎夢幻花／東野　圭吾／PHP研究所
 根強い人気の作家です。今年度よく読まれた一般書10冊
中4冊は東野さんです。

一　般　書

◎どんぐりむらのどんぐりえん／なかや　みわ／学研教育出版
 かわいい絵の絵本です。「くれよんのくろくん」シリーズや「そ

らまめくん」シリーズもよく読まれます。

◎ルルとララのチョコレート／あんびる　やすこ／岩崎書店
 おはなしも絵もかわいい女の子に人気の本です。この「ルルと

ララ」シリーズのほかに「魔法商会」シリーズも人気です。

◎かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん／
　原　ゆたか／ポプラ社

 児童書の中では根強い人気の作品です。脇役の「イシシ」と「ノ

シシ」がとてもかわいいです。

児　童　書

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定は、電話または
ホームページでご確認ください。

6月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日北保育所
【6月20日㈯～6月26日㈮】

■「越前町いきいき情報局」
地産地消と食育の取り組みについて
【6月6日㈯～6月19日㈮】
2015国際音楽祭 in 越前町
【6月20日㈯～7月3日㈮】

■丹南のお店情報 みせばん」
ほやほや（お好み焼き・焼き鳥）
【6月27日㈯～7月3日㈮】

■「黒沢博の歌チカラ♪」
越前町織田地区　編
【6月13日㈯～6月19日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
丹生高校　弓道部
【6月27日㈯～7月3日㈮】

Q 今まで税金を現金で納付していましたが、年
度途中からでも口座振替・自動払込の利用は
できますか。

A 口座振替・自動払込の受付けは随時行ってい
ますので、ご希望の指定金融機関（※1）ま
たは役場窓口に備え付けの「越前町町税等口
座振替依頼書・自動払込利用申込書」にてお
申し込みください。

 　申込みを受けた後、税務課での処理が完了すると
口座振替・自動払込が開始されます。なお、手続に
１か月ほどかかりますので、納期限の迫った町税
には利用できない場合があります。（詳しくは税務
課までお問合せください。）

 　また、年度途中の口座振替・自動払込開始でお手
元に納付書がある場合は、口座振替・自動払込と重
複納付にならないようご注意ください。

 （※1）指定金融機関
 ㈱福井銀行、福井信用金庫、越前丹生農業協同組合、
㈱北陸銀行、㈱福邦銀行、武生信用金庫、北陸労働
金庫、福井県信用漁業協同組合、ゆうちょ銀行およ
び郵便局

Q 納付日に残高が足りず口座振替・自動払込が
できませんでした。後日、口座振替・自動払
込ができますか。

A 指定日以外の口座振替・自動払込はできませ
んので、納付書で納めていただくことになり
ます。納付書がない場合は、すぐに発行しま
すので税務課までご連絡ください。

・現金を持ち歩く必要がなく、安全です。
・うっかり納め忘れる心配がなく、納付が確実
です。
・金融機関などへ出向く手間がいらず、忙しい
人には便利です。

この機会に町税の納付は、安全・確実・便利な口
座振替・自動払込を是非ご利用ください。

問合せ先　税務課　☎34‒8709

税　　の　　質　　問　　箱

ぐらぐら揺れたら、頭を抱えてダンゴムシ
みたいにからだを丸くするよ

お父さんやお母さんにおんぶや抱っこ。
逃げる時必要なしがみつく力を養おう。

すべり台の手すりにしがみついて、反対に
のぼっていく。坂や山を登る練習です。 

いり豆やようかんといったおやつを
備蓄し、食べ慣れておきましょう。

さあ、大急ぎでものが落ちてこない場所
（机の下や避難空間）に隠れんぼしましょう

ヤッホー。大きな声を出してみよう。いざと
いうとき、「助けて」「逃げろ」が大きな声で言
えるように。

1. くるりんダンゴムシ

3. コアラさん抱っこ

5. さかさま滑り台

防 災 お や つ

2. おおいそぎ隠れんぼ　

4. 大きな声だせるかな

遊びのなかで防災レッスン
「子どもと一緒に防災の本（地震）」をもとに作成

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

広報 えちぜん 14平成27年６月号
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田舎から都会へ続く青い空 向當みつ子
煮くずれてぴったり夫婦味になる 原　　榮子川 柳 都会より田舎暮らしを好み住む 山谷　ゆり

親展のぴったり封に微熱する 司辻　文子川 柳 広報 えちぜん 16平成27年６月号広報 えちぜん17 平成27年６月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2525

―
朝
日
観
音

―
朝
日
観
音  

福
通
寺

福
通
寺  

編
―
編
―

学
Ｍ 
こ
れ
ま
で
、
朝
日
観
音
福
通
寺
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化

財
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
千
手
観
音
菩
薩

立
像
を
拝
観
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

で
は
、千
手
堂
へ
参
り
ま
し
ょ
う
。

（
二
人
は
千
手
堂
へ
と
移
動
。）

学
Ｍ 

こ
ち
ら
が
、「
千
手
観

音
菩
薩
立
像
」（
写
真
）

で
す
。

Ｅ
子 

正
観
音
菩
薩
立
像
に

比
べ
る
と
、低
く
感
じ

ま
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
像
高
は

一
八
〇
・
一
セ
ン
チ
を
測
り
、
正
観
音
菩
薩
立
像
よ
り

二
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

前
回
の
復
習
で
す
が
、
観
音
菩
薩
は
人
々
を
助
け
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
に
姿
を
か
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
音

菩
薩
は
、何
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
か
？

Ｅ
子 

は
い
、き
ち
ん
と
復
習
し
ま
し
た
。「
変へ

ん

化げ

観
音
」で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
通
り
！
千
手
観
音
は
、代
表
的
な
変
化
観
音
で
す
。

Ｅ
子 

基
本
的
な
質
問
を
し
て
良
い
で
す
か
。
千
手
観
音
と
呼

び
ま
す
が
、千
本
の
手
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

 

な
ぜ
、「
千
手
」と
い
う
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

千
手
観
音
菩
薩
立
像
を
み
て
く
だ
さ
い
。
正
面
で
合
掌

を
し
て
い
る
手
の
ほ
か
に
、
左
右
に
各
二
〇
本
の
手
が

あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

え
っ
〜
と
、
手
首
が
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、
た
し
か

に
四
〇
本
あ
り
ま
す
。

学
Ｍ 

仏
教
で
は
、
世
の
中
に
は
天
上
界
か
ら
地
獄
ま
で
二
五

の
世
界
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

こ
の
二
〇
本
の
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
の
世
界
を
救
う

も
の
と
さ
れ
、
二
五
世
界
×
四
〇
本
＝
一
〇
〇
〇
本
と

な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
、そ
れ
で「
千
手
」な
ん
で
す
ね
。

学
Ｍ 

で
は
、い
く
つ
の「
化け

仏ぶ
つ

」が
見
え
ま
す
か
？

Ｅ
子 

化
仏
と
は
？

学
Ｍ 

あ
ぁ
、す
い
ま
せ
ん
。
化
仏
は
、頭
の
上
に
あ
る
小
さ
い

仏
像
の
こ
と
で
す
。

Ｅ
子 

十
一
面
あ
り
ま
す
ね
。
あ
っ
、
つ
ま
り
十
一
面
観
音
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
の
仏
像
は
、正
確
に
は「
十
一
面
千

手
観
音
菩
薩
立
像
」と
い
え
ま
す
。

Ｅ
子 

や
は
り
、
白
山
信
仰
と
十
一
面
観
音
は
関
係
が
深
い
の

で
す
ね
。

 

こ
ち
ら
の
仏
像
が
造
ら
れ
た
の
は
、
い
つ
の
時
期
な
の

で
す
か
？

学
Ｍ 

全
体
的
な
表
現
か
ら
、
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
の

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

す
る
と
、
本
尊
で
あ
る
正
観
音
菩
薩
立
像
よ
り
古
い
の

で
す
ね
。

 

や
は
り
、
も
と
も
と
泰
澄
大
師
が
造
ら
れ
た
仏
像
が
あ

り
、
後
世
に
新
し
く
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
か
？

学
Ｍ 
ご
指
摘
の
通
り
、
頭
部
の
表
現
な
ど
に
は
平
安
時
代
前

期
の
特
色
を
う
か
が
え
る
と
さ
れ
、
手
本
と
し
た
仏
像

が
以
前
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

正
観
音
菩
薩
立
像
と
の
大
き
な
違
い
は
、
そ
の
造
り
方

に
あ
り
ま
す
。
正
観
音
菩
薩
立
像
に
は
、
い
く
つ
も
の

パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
る
「
寄よ

せ

木ぎ

造づ
く
り」
と
い
う
手
法
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
に
対
し
て
、
千
手
観
音
菩
薩
立
像
は
一
本
の
大
木

か
ら
造
り
出
す「
一い

ち

木ぼ
く

造づ
く
り」の
手
法
に
拠
っ
て
お
り
、
技

術
的
に
対
照
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

朝
日
観
音
に
は
、泰
澄
大
師
が
山
腹
に
あ
る
楠
の
大
木
か

ら
仏
像
を
造
っ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一

木
造
の
仏
像
は
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

さ
て
、
次
回
は
見
学
地
を
か
え
て
指
定
文
化
財
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

学
芸
員
Ｋ
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
子 

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
の
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
五
日
、
越
前
町
八は
っ

田た

と
越
前

市
の
境
に
あ
る
小こ

嶽だ
け

に
行
き
、
雨
乞
い

の
仏
事
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
嶽
の
由
来
は
、
背
後
に
あ
る
鬼
ヶ

岳
（
標
高
五
二
三
メ
ー
ト
ル
）
の
小
型

版
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
鬼
ヶ
岳
と
形
が

似
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
人
の
話
で
は
、
八
田
の
名
の

由
来
話
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
八

田
は
「
八や

奈な

岐ぎ

田た

」
と
い
い
、
八
奈
岐

田
が
縮
ま
っ
て
、
八
田
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
ナ
ギ
と
い
え
ば
、
蛇
。
草く

さ

薙な
ぎ

剣
の
ナ
ギ
は
、「
蛇
の
剣
」
だ
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
草
薙
剣
は
、

八や
ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
の
尾
っ
ぽ
か
ら
出
て
き
た
剣

で
、
現
在
は
愛
知
県
の
熱
田
神
宮
の
神

体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ナ
ギ
と
は
蛇
の
こ
と
を
指
せ
ば
、
ヤ

ナ
ギ
と
は
八
匹
の
蛇
を
指
し
、
山
頂
に

あ
る
蛇
ヶ
池
の
伝
承
と
関
係
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
じ
っ
さ
い
『
古
事

記
』で
は
、「
古こ

志し

之の

八や

俣ま
た
の

遠お

呂ろ

知ち

」と

あ
り
、
コ
シ
と
い
う
の
が
、
越こ

し

国
の
こ

と
を
指
す
説
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
越
は
蛇
や
龍
神
の
国
で
、

越
と
は
福
井
県
か
ら
山
形
県
く
ら
い
ま

で
の
範
囲
の
、
蛇
の
よ
う
な
細
長
い
国

で
す
。
水
が
豊
富
に
あ
り
、
蛇
や
龍
の

象
徴
化
さ
れ
た
国
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
八
田
に
は
山
頂

に
蛇
ヶ
池
と
い
う
蛇
に
ま
つ
わ
る
池
が

あ
り
、
し
か
も
雨
乞
い
の
仏
事
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
で
す
。

　

さ
て
、八
田
の
道
路
沿
い
に
看
板
が

あ
り
、
蛇
ヶ
池
の
伝
説
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
山
頂
に
一
匹

の
蛇
が
棲
ん
で
い
た
と
言
い
ま
す
。
大

蛇
は
度
々
百
姓
に
害
を
与
え
る
た
め
、

村
で
は
娘
を
捧
げ
て
、怒
り
を
鎮
め
て

い
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
地
頭
の
命
を

受
け
た
勇
敢
な
男
が
、鎌
を
両
手
に
山

に
登
り
、見
事
に
大
蛇
を
退
治
し
た
と

言
い
ま
す
。

　

山
頂
に
は
弘
法
大
師
堂
が
あ
り
ま

す
。
お
堂
は
退
治
し
た
大
蛇
の
亡
念

を
鎮
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
堂
か
ら
は
、
お
経

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。観
音
経
と
般

若
心
経
な
ど
を
あ
げ
る
と
の
こ
と
で
、

霊
を
和
ま
せ
る
た
め
の
読ど

経き
ょ
うな
の
で

し
ょ
う
。

　

少
し
く
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
蛇
ヶ
池

と
八
大
龍
王
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
近
く
に
山
の
一
部
を
削
っ
た
建
物

跡
も
あ
り
ま
し
た
。
建
物
跡
は
ふ
た
つ

並
び
、
鬼
ヶ
岳
の
方
に
向
い
て
い
ま
す
。

鬼
ヶ
岳
に
は
、
か
つ
て
式
内
社
の
大
虫

神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の

で
、
も
し
か
し
た
ら
小
嶽
に
は
、
か
つ

て
小お

虫む
し

神
社
が
鎮
座
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

の
ち
ほ
ど
地
図
で
確
認
す
る
と
、

鬼
ヶ
岳（
大
虫
神
社
）、
小
嶽（
小
虫
神

社
）、蛇
谷
山（
八
坂
神
社
・
雨
夜
神
社
）

は
一
直
線
に
並
ん
で
お
り
、
古
く
か
ら

雨
乞
い
と
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
で
し
ょ
う
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

八
田
の
蛇
ヶ
池
と
雨
乞
い
の
仏
事

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
十
七
回

実　施　日 場　　所 電話番号

6 月 9 日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

6 月10日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

6 月16日（火） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

6 月16日（火） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

6 月10日（水） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

6 月 9 日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

6 月 9 日（火） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
5
月
15
日
現
在
）

（
5
月
15
日
現
在
）

　

6
月
と
い
え
ば
衣
替
え
で
す
が
、
役
場
で
は

今
年
も
5
月
18
日
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

身
軽
に
働
け
る
こ
の
季
節
が
私
は
大
好
き
で
す
。

さ
ら
に
今
年
は
福
井
国
体
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
職
員
向
け
に
販
売
し

た
の
で
購
入
し
ま
し
た
。
職
員
み
ん
な
で
こ
の

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
3
年
後
の
福
井
国
体
を

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

5
月
号
11
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
ま
し
た

「
平
成
27
年
度
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
」
の
記
事
の
中

で
表
中
の
５
，５
０
０
円
の
表
記
は
５
５
，

０
０
０
円
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

人口と世帯
（5月1日現在）

　

5
月
14
日
に
朝
日
小
学
校
で
開
か
れ
た
、「
バ

ス
乗
り
物
交
通
安
全
教
室
」
の
1
コ
マ
で
す
。

対
象
と
な
っ
た
2
年
生
の
児
童
は
実
際
に
運
転

席
に
座
り
、
死
角
の
危
険
性
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

人　口 22,813人

　男 11,019人
　女 11,794人
世帯数 7,326戸

（前月より10人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

西
田
中 

佐
々
木
悠ゆ

孝た
か

（
悠
人
、
男
）

朝　

日 

越
石　

晴は
る

人と

（
将
司
、
男
）

朝　

日 

金
巻　

絢あ
や

乃の

（
秀
明
、
女
）

朝　

日 

山
下　

月る

奏な

（
賢
悟
、
女
）

岩　

開 

渡
邉　

心こ

晴は
る

（
敏
彦
、
女
）

気
比
庄 

原　
　

小こ

晴は
る

（
直
樹
、
女
）

栃　

川 

松
田　

悠は

光る

（
守
弘
、
男
）

古　

屋 

水
上　

美み

咲さ
き

（
幸
男
、
女
）

江　

波 

山
谷
友ゆ

結い

穂ほ

（
勝
平
、
女
）

小　

樟 

髙
橋　

咲さ
き

人と

（
一
哉
、
男
）

平　

等 

松
葉　

和わ

花か

（
恭
和
、
女
）

新
し
い
家
族
で
す

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

お
く
や
み

西
田
中　

三
村　

光
子
さ
ん
（
88
歳
）

朝　

日　

佐
々
木
佐
一
さ
ん
（
89
歳
）

上
川
去　

桒
原　

幸
一
さ
ん
（
89
歳
）

田　

中　

塩
屋　

哲
雄
さ
ん
（
85
歳
）

乙　

坂　

千
秋　

菊
江
さ
ん
（
71
歳
）

宝
泉
寺　

佐
々
木

子
さ
ん
（
80
歳
）

小　

倉　

小
森　

松
吉
さ
ん
（
83
歳
）

下
糸
生　

花
山　

冬
子
さ
ん
（
79
歳
）

大
谷
寺　

水
島
ヲ
モ
ト
さ
ん
（
88
歳
）

上
糸
生　

渡
邉
貴
美
子
さ
ん
（
82
歳
）

上
糸
生　

松
島　

正
治
さ
ん
（
85
歳
）

小
曽
原　

勝
山　

謙
正
さ
ん
（
83
歳
）

江　

波　

木
下　

智
子
さ
ん
（
60
歳
）

樫　

津　

武
藤
ユ
キ
子
さ
ん
（
87
歳
）

樫　

津　

宮
﨑　

賢
治
さ
ん
（
83
歳
）

左　

右　

飯
島
ミ
ツ
子
さ
ん
（
88
歳
）

梨
子
ヶ
平　

中
岸
ナ
ツ
ミ
さ
ん
（
85
歳
）

梅　

浦　

髙
橋　

元
美
さ
ん
（
78
歳
）

小　

樟　

小
塙
お
ゑ
い
さ
ん
（
95
歳
）

小　

樟　

石
井　
　

勤
さ
ん
（
95
歳
）

大　

樟　

内
ノ
宮
幸
信
さ
ん
（
50
歳
）

大　

樟　

柳
生
フ
ミ
ヱ
さ
ん
（
82
歳
）

高　

佐　

金
矢　

木
春
さ
ん
（
97
歳
）

米　

ノ　

礒
野　

敏
男
さ
ん
（
94
歳
）

　

辻　
　

鳥
居　

保
子
さ
ん
（
91
歳
）

三　

崎　

佐
々
木
タ
カ
オ
さ
ん
（
98
歳
）

入　

尾　

佐
々
木
な
つ
え
さ
ん
（
99
歳
）



　

5
月
14
日
、
朝
日
小
学
校
で
自
転
車
と
バ
ス

乗
り
物
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
3
・
4
年
生
を
対
象
に

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
鯖
江
警
察
署
員
3
人
の
指
導

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
自

転
車
に
乗
っ
て
の
正
し
い
横
断
歩
道

の
渡
り
方
や
、
止
ま
っ
て
い
る
自
動

車
付
近
の
通
り
方
な
ど
の
走
行
練
習

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
2
年
生
が
正
し
い
バ
ス
の
乗
り
方

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
通
安
全
教
室
を
通
し
て
、

児
童
は
交
通
安
全
の
意
識
や
マ
ナ
ー
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

5
月
20
日
、
福
井
県
国
際
交
流
会
館
で
「
平

成
27
年
行
政
相
談
委
員
会
議
」
が
開
か
れ
、
越

前
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

濵
野
仁
史
さ
ん
が
、
公
益
社

団
法
人
全
国
行
政
相
談
委
員

連
合
協
議
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
同
会
の
活
動

に
対
し
、
特
に
顕
著
な
功
績

で
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。
濵
野
さ
ん
は
平
成
9

年
か
ら
こ
れ
ま
で
約
18
年
に

わ
た
り
本
町
で
行
政
相
談
委

員
を
務
め
、
数
多
く
の
行
政
へ
の
苦
情
や
不
満

の
解
決
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

▲優勝した朝日中学校ホッケーチームのみなさん
　（男子）

▲優勝した朝日中学校ホッケーチームのみなさん
　（女子）

　

5
月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
、
越
前
町
立
ホ
ッ

ケ
ー
場
と
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
「
第
8
回

福
井
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
日
本
を
中
心
に
、
男
子
18
チ
ー
ム
、
女

子
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
公
式
戦
・
練
習
試
合

を
含
め
て
約
４
５
０
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

朝
日
中
学
校
（
越
前
町
）

準
優
勝　

伊
吹
山
中
学
校
（
滋
賀
県
）

第
3
位　

朝
日
Ｊ
Ｈ
Ｓ
（
越
前
町
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

朝
日
中
学
校
（
越
前
町
）

準
優
勝　

蟹
谷
中
学
校
（
富
山
県
）

第
3
位　

伊
吹
山
中
学
校
（
滋
賀
県
）

第
8
回
福
井
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会　

朝
日
中
学
校
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

　

4
月
12
日
、
町
営
野
球
場
で
第
9
回
越
前
町

長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
軟
式

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野

球
の
技
術
力
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
総
当
り
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
発
揮
し
、
随

所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順
位
は
勝

敗
数
、
直
接
対
戦
の
勝
敗
に
よ
り
決
定
）。

優　

勝　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　
織
田
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
3
位　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

第
4
位　

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

優勝した朝日野球スポーツ少年団のみなさん

町
長
杯
学
童
野
球
大
会　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
大
会
6
連
覇
に
輝
く
！

交
通
安
全
教
室

　

4
月
22
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
越
前
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
荒
教
育

長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
の
一

翼
を
担
い
、
町
民
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
の
輪
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
く
活
動

な
ど
、
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長

　

佐
々
木　

正　

純

副
委
員
長

　

村　

上　

義　

人　
　

小　

辻　

陽　

子

　

渡　

辺　
　
　

求　
　

時　

田　

典　

和　

　

塚　

本　

幸　

代　
　

青　

山　

千　

穂　

　

橋　

本　

あ
ゆ
み　
　

橋　

谷　

幸　

恵　

　

齋　

藤　

忠　

良　
　

小　

橋　

美
智
子　

　

髙　

島　

隆　

治　
　

小　

松　

月　

代　

　

米　

澤　

英
美
子　
　

上　

坂　

光　

男　

　

堀　
　
　

龍　

男

越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式

　

5
月
10
日
、
小
矢

部
ホ
ッ
ケ
ー
場
（
富

山
県
）
で
、
第
15
回

小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー

カ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

越
前
町
か
ら
は
朝

日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
糸
生

ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ

ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
’

ｓ
、
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

参
加
し
、
男
子
は
朝
日
が
優
勝
、
糸
生
が
3
位
、

女
子
は
朝
日
が
3
位
に
輝
き
、
す
ば
ら
し
い
活

躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優　

勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
越
前
町
）

準
優
勝　
春
照
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
滋
賀
県
）

第
3
位　
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
越
前
町
）

第
4
位　
山
東
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
滋
賀
県
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

各
務
原
オ
レ
ン
ジ
（
岐
阜
県
）

準
優
勝　
蟹
谷
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
滋
賀
県
）

第
3
位　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
越
前
町
）

第
4
位　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ  

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
’ｓ
（
越
前
町
）

第
15
回
小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー
カ
ッ
プ

公
益
社
団
法
人
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞　

濵
野
仁
史
さ
ん

　

4
月
19
日
、
泰
澄
の
杜
す
ぱ
ー
く
朝
日
で
開

か
れ
た
大
会
に
、
町
内
12
チ
ー
ム
70
人
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

優　

勝　

オ
タ
イ
コ
（
織
田
地
区
）

準
優
勝　

織
田
ク
ラ
ブ
（
織
田
地
区
）

第
3
位　

ザ
・
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
（
宮
崎
地
区
）

　
　
　
　

江
波
ク
ラ
ブ
（
宮
崎
地
区
）

優勝したオタイコ（織田地区）のみなさん

第
11
回
越
前
町
協
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

5
月
23
日
か
ら
25
日
の
3
日
間
、
越
前
陶
芸

村
で
「
第
35
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

初
夏
の
日
差
し
の
中
、
た
く
さ

ん
の
越
前
焼
が
並
べ
ら
れ
た
陶

器
市
に
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
地

元
陶
芸
家
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で

は
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
原
田
悠
里

さ
ん
が
す
ば
ら
し
い
歌
声
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
さ
つ
き
あ
げ
茶
会
や

や
き
も
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
雪

ん
こ
餅
つ
き
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

第
35
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

ン
ト
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題をお届けします

広報 えちぜん 18平成27年６月号広報 えちぜん19 平成27年６月号

えちぜん T o p i c s



広報 えちぜん 20平成27年６月号

え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

6
月
1
日
～
6
月
30
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　
N
o.125

平
成
27年

6月
1日
発
行

越前町ウェブサイト　http：//www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6

7

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
医
院

☎
34
-0
22
0

8
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13

14

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

15
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

3歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

 発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20

21
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

22
23
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

 発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

 家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））
 25

 家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

27
心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
12
：
00

（
役
場
別
館
）

28

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

29
30
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